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日
本
家
計
の
有
価
証
券
保
有
と
分
布

宮　

本　

佐
知
子

一
、
は
じ
め
に

　

日
本
証
券
業
協
会
か
ら
「
証
券
投
資
に
関
す
る
全
国
調

査
」
二
〇
二
四
年
度
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
調

査
は
日
本
証
券
業
協
会
が
三
年
間
隔
で
実
施
す
る
調
査
で

あ
り
、
一
九
六
二
年
に
開
始
さ
れ
て
以
来
、
今
回
で
二
二

回
目
と
な
る
。
本
稿
で
は
同
調
査
の
匿
名
個
票
デ
ー
タ
を

見
る
こ
と
で
わ
か
っ
た
家
計
の
有
価
証
券
の
保
有
状
況
、

年
齢
別
の
有
価
証
券
の
保
有
状
況
、
そ
し
て
地
域
別
の
家

計
資
産
分
布
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
同
調
査
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
調
査
対
象
は
全

国
、
一
八
歳
以
上
の
男
女
個
人
、
標
本
数
の
七
、
〇
〇
〇

サ
ン
プ
ル
は
国
勢
調
査
と
同
様
の
人
数
分
布
、
性
別
・
年

代
分
布
に
な
る
よ
う
に
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
調
査
の
内
容

は
、
有
価
証
券
を
含
む
金
融
商
品
の
保
有
実
態
・
意
向

や
、
少
額
投
資
非
課
税
制
度
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
認
知
状

況
、
証
券
投
資
の
知
識
等
で
あ
り
、
六
一
の
設
問
項
目
が

あ
る
。
今
回
の
調
査
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
大
幅
拡
充
・
恒
久
化

さ
れ
て
か
ら
初
め
て
実
施
さ
れ
た
、
本
格
的
な
個
人
向
け

調
査
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る⑴

。

　
「
証
券
投
資
に
関
す
る
全
国
調
査
」
の
特
徴
は
、
個
人
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単
位
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

金
融
商
品
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、
自
分
の
名
義
で
保
有

す
る
金
融
商
品
に
つ
い
て
回
答
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
預
貯
金
な
ど
、
家
族
と
共
有
し
て
い
て
自
分
と
家
族

の
区
分
が
難
し
い
金
融
商
品
に
つ
い
て
も
、
自
分
の
持
ち

分
と
思
わ
れ
る
金
額
を
答
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
金

融
商
品
の
保
有
状
況
に
関
す
る
実
態
調
査
は
政
府
機
関
に

よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
個
人
単
位

で
は
な
く
世
帯
単
位
で
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

近
年
は
、
政
府
機
関
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
調

査
が
増
え
て
い
る
が
、「
証
券
投
資
に
関
す
る
全
国
調

査
」
で
は
調
査
員
が
調
査
対
象
者
宅
を
訪
問
し
、
調
査
目

的
や
内
容
を
説
明
し
て
調
査
票
を
渡
し
、
後
日
再
訪
問
し

て
回
答
を
回
収
す
る
。
調
査
対
象
者
は
目
的
や
内
容
を
理

解
し
た
上
で
、
時
間
を
か
け
て
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
調
査
の
精
度
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
に
比
べ
て

高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
調
査
対
象
と
な
っ
て

い
る
金
融
商
品
に
も
特
徴
が
あ
る
。
金
融
商
品
の
商
品
区

分
は
、
預
貯
金
、
信
託
、
株
式
、
投
資
信
託
、
公
社
債
、

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商
品
と
な
っ
て
お
り
、
保
険
等
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

二
、
デ
ー
タ
整
理
か
ら
見
え
る
姿

　

こ
こ
か
ら
は
、「
証
券
投
資
に
関
す
る
全
国
調
査
」
か

ら
得
ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
紹
介
し
た
い
。
前

述
の
と
お
り
、
同
調
査
は
世
帯
単
位
の
調
査
で
あ
る
国
の

統
計
に
対
し
て
、
個
人
ご
と
で
の
資
産
・
投
資
の
状
況
が

わ
か
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
匿
名
個
票
の
デ
ー

タ
を
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
複
層
的
な
掘
り
下
げ
が
可
能
と

な
る
。
以
下
、「
ど
の
よ
う
な
者
が
証
券
投
資
を
行
っ
て

い
る
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
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⑴
　
有
価
証
券
の
保
有
状
況

①
商
品
別
の
保
有
率

　

ま
ず
、
個
人
に
よ
る
有
価
証
券
の
保
有
状
況
を
整
理
し

た
。
調
査
対
象
者
七
、
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、「
株
式
」「
投

資
信
託
」「
公
社
債
」
の
い
ず
れ
か
の
有
価
証
券
を
保
有

す
る
人
は
一
、
六
八
五
人⑵

、
調
査
対
象
者
の
二
四
％
で
あ

る
。
商
品
別
で
最
も
多
い
の
は
「
株
式
」
を
保
有
す
る
人

で
あ
り
、
調
査
対
象
者
の
一
六
％
が
保
有
し
て
い
る
。
次

い
で
「
投
資
信
託
」
を
保
有
す
る
人
で
あ
り
、
一
五
％
が

保
有
す
る
。「
公
社
債
」
を
保
有
す
る
人
は
三
％
で
あ

り
、「
株
式
」「
投
資
信
託
」
に
比
べ
て
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
有
価
証
券
を
一
切
保
有
し
て
い
な
い

人
は
調
査
対
象
者
の
七
六
％
で
あ
る
。

　

有
価
証
券
を
保
有
す
る
人
に
限
る
と
、
最
も
人
数
が
多

い
商
品
保
有
の
仕
方
は
「
株
式
」
だ
け
を
保
有
す
る
人
で

あ
り
、
三
四
％
を
占
め
る
（
図
表
１
）。
次
に
人
数
が
多

い
の
は
「
投
資
信
託
」
だ
け
を
保
有
す
る
人
で
あ
り
、
三

図表１　有価証券保有者の商品別保有状況

（注）　各商品別保有者数／有価証券保有者数。
〔出所〕　日本証券業協会「証券投資に関する全国調査」（2024年度）のデータを基に筆者計算

株式

投資信託

公社債

34％

2％

25％

5％

2％

30％

2％
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〇
％
を
占
め
る
。
そ
の
次
に
人
数
が
多
い
の
は
「
株
式
」

と
「
投
資
信
託
」
を
保
有
す
る
人
で
あ
り
、
二
五
％
を
占

め
る
。
そ
し
て
、「
株
式
」「
投
資
信
託
」「
公
社
債
」
の

全
て
を
保
有
す
る
人
（
五
％
）、「
投
資
信
託
」
と
「
公
社

債
」
を
保
有
す
る
人
、「
公
社
債
」
だ
け
を
保
有
す
る

人
、「
株
式
」
と
「
公
社
債
」
を
保
有
す
る
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
投
資
信
託
商
品
に
ア
ク
セ
ス
す
る
ル
ー
ト
が

様
々
に
増
え
て
い
る
が
、「
有
価
証
券
の
保
有
者
」
と
い

う
観
点
で
は
引
き
続
き
株
式
保
有
が
重
要
な
役
割
を
占
め

て
お
り
、
株
式
保
有
と
投
資
信
託
保
有
が
二
本
柱
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
株
式
を
保
有
し
て
い
る
者
は
金
融
資
産
の
保
有

額
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
有
価
証
券
保
有
の
組
合

せ
に
関
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の
形
で
株
式
を
保
有
し
て
い
る

者
の
一
人
当
た
り
平
均
金
融
資
産
額
は
回
答
者
全
体
の
一

人
当
た
り
平
均
金
融
資
産
額
に
比
べ
二
・
二
倍
と
な
っ
て

い
る⑶

。
一
方
、
投
資
信
託
の
み
を
保
有
し
て
い
る
者
の
平

均
金
融
資
産
額
は
全
体
平
均
の
一
・
三
倍
だ
っ
た
が
、
投

資
信
託
に
加
え
て
株
式
も
保
有
し
て
い
る
者
の
平
均
金
融

資
産
額
を
見
る
と
全
体
平
均
の
二
・
六
倍
と
な
る
。
通

常
、
個
々
人
の
金
融
資
産
保
有
額
を
外
部
か
ら
推
測
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
株
式
保
有
の
有
無
と
金
融
資
産
の
保

有
額
に
は
正
の
相
関
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
。

②
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
効
果
と
影
響

　

次
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
効
果
と
影
響
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。
有
価
証
券
を
保
有
す
る
人
の
う
ち
、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
口
座
を
開
設
し
て
投
資
を
し
て
い
る
」
人
（
以
下
、

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
」
と
す
る
。）
は
五
三
％
を
占
め
て
い

る
。
二
〇
二
四
年
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
拡
充
・
恒
久
化
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
前
回
（
二
〇
二
一
年
）
の
同
調
査
に
比

べ
る
と
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
の
人
数
は
約
二
倍
に
な
っ
た
。

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
」
に
よ
る
平
均
投
資
額
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
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Ａ
成
長
投
資
枠
一
〇
七
・
六
万
円
・
つ
み
た
て
投
資
枠
で

三
五
・
三
万
円
、
旧
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
一
四
五
・
八
万
円
・

旧
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
四
八
・
二
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
」
の
特
徴
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず

有
価
証
券
保
有
者
の
商
品
保
有
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
」
と
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
非
投
資
者
」
の
割
合
を

見
る
と
、「
株
式
」
と
「
投
資
信
託
」
を
保
有
す
る
人
は

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
」
七
五
％
対
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
非
投
資

者
」
二
五
％
だ
っ
た
。
同
様
に
抽
出
作
業
を
行
う
と
、

「
株
式
」「
投
資
信
託
」「
公
社
債
」
の
全
て
を
保
有
す
る

人
で
は
七
二
％
対
二
八
％
、「
投
資
信
託
」
だ
け
を
保
有

す
る
人
で
は
六
六
％
対
三
四
％
だ
っ
た
が
、「
株
式
」
だ

け
を
保
有
す
る
人
で
は
二
五
％
対
七
五
％
で
あ
っ
た
。
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
で
は
、
投
資
信
託
を
き
っ
か
け
に
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
投
資
者
」
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

　

ま
た
、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
」
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

口
座
以
外
の
通
常
の
課
税
口
座
を
含
め
た
投
資
行
動
を
見

る
と
、「
投
信
信
託
」
だ
け
を
保
有
し
て
い
る
人
は
三

三
％
、「
株
式
」
と
「
投
資
信
託
」
を
保
有
す
る
人
は
三

二
％
、「
株
式
」
だ
け
を
保
有
し
て
い
る
人
は
一
四
％
と

な
っ
て
い
る
。
投
資
信
託
保
有
が
中
心
で
あ
る
も
の
の
、

半
数
近
く
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
が
株
式
を
保
有
し
て
お

り
、
成
長
投
資
枠
を
設
定
し
た
効
果
が
出
て
い
る
と
見
ら

れ
る
。

　

一
方
、
有
価
証
券
を
保
有
す
る
人
の
う
ち
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

投
資
者
で
は
な
い
人
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
非
投
資
者
）
は
四
七
％

を
占
め
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
対

す
る
考
え
方
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
を

開
設
し
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
で
投
資
を
し
た
こ
と

は
な
い
」（
一
八
％
）、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
内
容
を
理
解
し
て

お
り
、
今
後
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
を
開
設
し
た
い
」（
一

〇
％
）、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
口
座
を
開
設
す
る
つ
も
り
は
な
い
」（
一
四
％
）、
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「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
興
味

を
持
っ
て
い
る
」（
二
一
％
）、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
興
味
は
な
い
」（
二
七
％
）、

「
知
ら
な
い
」（
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
「
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
が
口
座
を
開
設
し
て
い
な

い
」
グ
ル
ー
プ
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
と
、「
投
資
方
法

に
対
す
る
不
安
」
を
理
由
と
す
る
人
が
約
半
数
、「
口
座

開
設
手
続
き
や
口
座
管
理
の
煩
わ
し
さ
」
を
理
由
と
す
る

人
が
約
半
数
だ
っ
た
（
複
数
回
答
）。

　

有
価
証
券
を
保
有
す
る
人
の
う
ち
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者

と
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
非
投
資
者
を
属
性
別
に
比
較
す
る
と
、「
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
者
」
の
平
均
年
齢
は
五
四
歳
で
、
四
五-

四

九
歳
代
が
最
も
多
い
。「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
非
投
資
者
」
の
平
均

年
齢
は
六
〇
歳
で
、
七
〇-

七
四
歳
が
最
も
多
い
。
因
み

に
、
同
調
査
が
行
わ
れ
た
二
〇
二
四
年
六
月
末
時
点
で
の

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
普
及
率
を
金
融
庁
公
表
の
年
齢
階
層
別
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
口
座
数
／
対
象
人
口
で
計
算
す
る
と
、
一
〇
歳
代
六
・

二
％
、
二
〇
歳
代
二
一
・
五
％
、
三
〇
歳
代
三
一
・

九
％
、
四
〇
歳
代
二
八
・
四
％
、
五
〇
歳
代
二
五
・

四
％
、
六
〇
歳
代
二
四
・
一
％
、
七
〇
歳
代
一
七
・

四
％
、
八
〇
歳
代
以
上
一
一
・
五
％
で
あ
る
。
政
策
的
な

観
点
か
ら
見
る
と
、
制
度
理
解
、
口
座
開
設
、
口
座
利
用

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ー
ド
ル
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
引
き
続
き
啓
蒙
活
動

と
制
度
改
善
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
。

⑵
　
年
齢
階
層
別
の
資
産
の
保
有
状
況

①
一
人
当
た
り
平
均
金
融
資
産
額

　

こ
こ
か
ら
は
年
齢
階
層
別
に
個
人
の
資
産
保
有
の
状
況

を
観
察
す
る
。
政
府
統
計
を
利
用
し
た
分
析
に
お
い
て
は

世
帯
単
位
で
の
保
有
状
況
し
か
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
今
回
本
稿
で
は
、「
証
券
投
資
に
関
す
る
全
国
調

査
」
の
匿
名
個
票
デ
ー
タ
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
個
人
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単
位
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
調
査
回
答
者
全
体
の
「
一
人
当
た
り
平
均
金

融
資
産
額
」
の
状
況
を
見
る
。
年
齢
階
層
別
に
比
べ
る

と
、
金
融
資
産
額
は
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
退
職
期
が
一
段
と
大
き
く
六
五-

六
九
歳

の
階
層
で
一
、
〇
〇
〇
万
円
台
に
な
り
、
七
五-

七
九
歳

の
階
層
が
最
も
大
き
い
（
図
表
２
）。
そ
の
上
の
年
齢
階

層
で
は
資
産
額
が
少
し
ず
つ
小
さ
く
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
八
五-

八
九
歳
の
階
層
で
も
ピ
ー
ク
階
層
の
七
割
相

当
と
な
っ
て
お
り
、
五
五-

五
九
歳
の
階
層
が
持
つ
資
産

額
を
上
回
っ
て
い
る
。
九
〇
歳
以
上
の
階
層
に
な
る
と
サ

ン
プ
ル
数
が
少
な
く
な
る
の
で
解
釈
に
は
注
意
が
必
要
だ

が
、
こ
の
年
齢
階
層
に
お
い
て
も
下
の
年
齢
階
層
と
比
較

し
て
資
産
額
は
大
き
め
で
あ
る
。

　

次
に
、
調
査
回
答
者
の
中
で
さ
ら
に
有
価
証
券
保
有
者

の
み
に
絞
っ
て
抽
出
す
る
と
、「
有
価
証
券
保
有
者
の
一

人
当
た
り
平
均
金
融
資
産
額
」
は
、
年
齢
階
層
が
上
が
る

図表２　年齢階層別の一人当たり平均金融資産額

（注）　金融資産額は調査対象商品保有額合計。
〔出所〕　日本証券業協会「証券投資に関する全国調査」（2024年度）のデータを基に筆者計算
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に
つ
れ
て
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
五
五-

五
九
歳
の
階
層

で
一
、
〇
〇
〇
万
円
台
に
な
っ
た
後
、
退
職
世
代
以
降
で

一
段
と
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
七
五-

七
九
歳
の
階
層
が

最
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
以
降
の
年
齢
階
層
で
も
資
産

額
は
ほ
と
ん
ど
小
さ
く
な
っ
て
お
ら
ず
、
八
五-

八
九
歳

の
階
層
で
も
七
五-
七
九
歳
の
ピ
ー
ク
階
層
と
近
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
有
価
証
券
非
保
有
者
も
含
め

た
全
体
の
金
融
資
産
額
の
推
移
と
比
べ
る
と
、
資
産
額
が

一
、
〇
〇
〇
万
円
台
に
な
る
年
齢
が
前
倒
し
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
、
七
五-

七
九
歳
の
階
層
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
同
じ
で
も
、
そ
の
後
も
投
資
を
続
け
た
効
果
か

ら
か
ピ
ー
ク
以
降
の
年
齢
階
層
で
も
金
融
資
産
の
水
準
が

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

有
価
証
券
を
保
有
し
て
い
る
人
は
総
じ
て
金
融
資
産
額

は
多
い
。
有
価
証
券
保
有
者
の
一
人
当
た
り
平
均
金
融
資

産
額
は
、
有
価
証
券
非
保
有
者
を
含
め
た
調
査
回
答
者
全

体
の
一
人
当
た
り
平
均
金
融
資
産
額
の
一
・
九
倍
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
有
価
証
券
保
有
者
の
平
均
金
融
資
産
額

が
同
年
齢
階
層
全
体
の
平
均
金
融
資
産
額
を
上
回
る
傾
向

は
全
て
の
年
齢
階
層
に
お
い
て
観
察
さ
れ
た
。

②
金
融
資
産
選
択
行
動

　

こ
こ
か
ら
は
、
家
計
の
金
融
資
産
選
択
行
動
に
関
連
す

る
観
察
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
総
務
省
「
全
国
消
費
実
態

調
査
」
な
ど
の
政
府
統
計
で
、
年
齢
階
層
別
の
家
計
の
金

融
資
産
選
択
を
見
る
と
、
家
計
金
融
資
産
に
占
め
る
株
式

資
産
比
率
（
株
式
・
株
式
投
資
信
託
／
金
融
資
産
）
は
、

「
若
年
・
中
年
時
は
低
め
で
高
齢
期
が
高
い
」
と
い
う
山

形
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向

が
見
ら
れ
る
が
、
日
本
の
株
式
資
産
比
率
は
総
じ
て
低
く

ピ
ー
ク
年
齢
は
日
本
家
計
の
方
が
遅
い
こ
と
が
筆
者
の
分

析
結
果
だ
っ
た
（
宮
本
（
二
〇
〇
七
））。

　

政
府
統
計
を
利
用
し
た
分
析
に
お
い
て
は
世
帯
単
位
で

の
保
有
状
況
し
か
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
前
述
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の
よ
う
に
、
今
回
本
稿
で
は
、
匿
名
個
票
デ
ー
タ
を
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
有
価
証
券
（
株
式
、
投
資
信
託
、
債

券
）
に
つ
い
て
、
個
人
単
位
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
年

齢
階
層
別
の
有
価
証
券
／
金
融
資
産
比
率
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
世
帯
単
位
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
と
違
っ
た
結

果
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

年
齢
階
層
別
の
状
況
を
見
る
と
、
有
価
証
券
／
金
融
資

産
比
率
が
最
も
高
い
の
は
三
〇-

三
四
歳
の
階
層
（
三

〇
％
）
で
あ
り
、
次
い
で
六
五-

六
九
歳
の
階
層
（
二

八
％
）
と
な
っ
た
（
図
表
３
）。
三
〇
歳
代
か
ら
七
〇
歳

代
ま
で
の
階
層
は
そ
れ
ぞ
れ
二
二
％
～
三
〇
％
の
範
囲
内

で
あ
り
、
八
〇
歳
代
に
な
る
と
よ
う
や
く
緩
や
か
に
低
下

し
て
い
る
が
、
八
〇-

八
四
歳
の
階
層
で
も
二
一
％
と
高

い
ま
ま
で
あ
る
。
従
来
の
世
帯
単
位
の
分
析
で
は
、
定
年

前
後
世
代
が
ピ
ー
ク
と
な
る
山
形
を
描
く
と
い
う
の
が
定

説
化
し
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
結
果
で
は
台
形
化
し
て

図表３　年齢階層別の有価証券／金融資産比率

〔出所〕　日本証券業協会「証券投資に関する全国調査」（2024年度）のデータを基に筆者計算
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い
る
よ
う
に
見
え
る
。
有
価
証
券
保
有
者
の
有
価
証
券
／

金
融
資
産
比
率
が
、
三
〇-

三
四
歳
の
年
齢
階
層
で
特
に

高
い
こ
と
が
同
階
層
全
体
の
有
価
証
券
／
金
融
資
産
比
率

を
押
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

の
詳
細
は
別
稿
と
し
た
い
。

　

こ
の
背
景
と
し
て
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ

う
。
一
つ
の
可
能
性
は
、
従
来
の
世
帯
単
位
の
デ
ー
タ
の

代
わ
り
に
個
人
単
位
の
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
帯
単
位
の
デ
ー
タ
で
は
隠
れ
て
い
た
個
々
人
の
行
動
を

よ
り
精
密
に
観
察
で
き
て
い
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
過
去
数
年
間
の
間
に
、
若
年

層
・
中
年
層
の
投
資
意
欲
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
た
可
能

性
で
あ
る
。

　

特
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
①
長
年
に
わ
た
る
マ
イ
ナ

ス
金
利
政
策
の
下
で
、
増
加
す
る
株
式
配
当
や
優
待
な
ど

を
含
め
た
証
券
投
資
の
相
対
的
な
魅
力
が
高
ま
っ
て
い
た

こ
と
、
②
投
資
に
係
る
手
数
料
や
売
買
コ
ス
ト
が
低
下
し

た
こ
と
、
③
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
利
便
性
や
操
作
性
が
高

ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
取
引
上
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
下
し
た
こ

と
、
④
足
下
で
は
イ
ン
フ
レ
防
衛
策
と
し
て
も
証
券
投
資

が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
を
背
景
に
若
年
層
・
中

年
層
を
中
心
と
し
た
家
計
の
行
動
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う

仮
説
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
保
有
者
は

三
〇
歳
代
で
は
対
象
年
齢
人
口
の
三
一
・
九
％
、
三
人
に

一
人
と
、
他
の
年
齢
階
層
よ
り
も
特
に
高
く
な
っ
て
お

り
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
た
投
資
活
動
が
活

発
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑶
　
地
域
別
の
資
産
の
分
布
状
況

　

家
計
の
保
有
す
る
金
融
資
産
や
有
価
証
券
に
つ
い
て

も
、「
証
券
投
資
に
関
す
る
全
国
調
査
」
で
は
匿
名
個
人

デ
ー
タ
に
つ
い
て
回
答
者
の
居
住
地
ご
と
に
集
計
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
家
計
の
保
有
す
る
金
融
資

産
と
有
価
証
券
に
つ
い
て
都
道
府
県
別
の
分
布
を
求
め
、
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次
に
、
日
本
銀
行
「
資
金
循
環
統
計
」
の
デ
ー
タ
も
利
用

し
て
、
都
道
府
県
別
に
、
家
計
の
保
有
す
る
金
融
資
産
と

有
価
証
券
の
金
額
を
推
計
し
た
。
以
下
、
結
果
に
つ
い
て

述
べ
る
。

　

ま
ず
家
計
が
持
つ
金
融
資
産
二
、
二
三
〇
兆
円
の
う

ち
、
東
京
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
）
の
居
住
者
が
全
体
の
三
四
％
の
七
六
五
兆
円
、
有
価

証
券
四
九
九
兆
円
に
つ
い
て
は
全
体
の
四
〇
％
の
一
九
八

兆
円
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
た⑷

（
図
表
４
）。

　

ま
た
、
金
融
資
産
及
び
有
価
証
券
に
つ
い
て
、
全
体
の

五
％
以
上
が
集
っ
て
い
る
地
域
は
、
東
京
圏
と
愛
知
県
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
居
住
者
が

金
融
資
産
全
体
の
五
四
％
の
一
、
一
九
四
兆
円
、
有
価
証

券
全
体
の
六
〇
％
の
三
〇
二
兆
円
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

が
推
計
さ
れ
た
。
特
に
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知

県
、
大
阪
府
の
四
都
府
県
に
金
融
資
産
が
多
く
集
中
し
て

い
る
が
、
有
価
証
券
の
集
中
度
合
い
は
よ
り
大
き
く
な
っ

図表４　都道府県別の金融資産分布と有価証券分布

〔出所〕　日本証券業協会「証券投資に関する全国調査」（2024年度）のデータを基に筆者計算
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て
い
る
。

　

個
票
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
は
現
時
点
で
も
金
融
資
産
が

大
都
市
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
た
が
、
こ
れ

に
加
え
て
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
増
加
し
て
い
る
「
相

続
」
の
発
生
に
よ
っ
て
、
資
産
が
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ

と
移
転
す
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る⑸

。
つ
ま
り
、
現
時
点

で
「
大
都
市
圏
」
対
「
地
方
」
の
金
融
資
産
保
有
額
の
分

布
は
「
半
分
強
」
対
「
半
分
弱
」
だ
が
、「
相
続
」
に

よ
っ
て
大
都
市
に
資
産
が
よ
り
集
ま
る
動
き
が
続
い
て
い

る
。

　

前
節
で
行
っ
た
年
齢
階
層
別
の
金
融
資
産
の
分
析
か
ら

は
、
高
齢
者
の
資
産
額
が
全
世
代
平
均
よ
り
も
は
る
か
に

多
い
こ
と
と
、
特
に
有
価
証
券
保
有
者
の
資
産
額
が
全
世

代
平
均
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
こ
と
が
、
個
人
単
位
の
個

票
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

相
続
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る

材
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
証
券
会
社
や
銀
行
な
ど
金
融
機
関
に

と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
前
節
ま
で
議
論
し
て
き
た
本
稿

で
い
う
「
金
融
資
産
」
と
は
、
預
金
と
有
価
証
券
を
中
心

に
信
託
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商
品
を
対
象
と
し
て
お
り
、
保

険
や
年
金
な
ど
の
大
部
分
は
含
ま
れ
な
い
た
め
、
証
券
会

社
や
銀
行
の
個
人
顧
客
口
座
に
お
け
る
預
か
り
資
産
と
ほ

ぼ
同
義
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
齢
顧
客
の
相
続
で
次
世

代
へ
移
転
す
る
可
能
性
の
あ
る
口
座
資
産
と
ほ
ぼ
同
義
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

資
産
の
地
域
分
布
の
変
化
は
、
特
に
地
域
金
融
機
関
へ

の
影
響
と
し
て
大
き
い
だ
ろ
う
。
日
本
銀
行
は
二
〇
二
四

年
三
月
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
解
除
し
、
追
加
利
上
げ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
う
か
が
う
局
面
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多

く
の
地
域
金
融
機
関
は
貸
出
ニ
ー
ズ
の
伸
び
悩
み
等
か
ら

預
金
集
め
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
が
、
金
利
が
あ
る
世
界

に
変
わ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
転
換
し
て
い
る
中
で
、

相
続
を
通
じ
た
資
産
移
転
に
よ
っ
て
自
ら
の
地
域
で
預
金
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が
集
ま
り
難
く
な
る
と
い
う
構
造
的
影
響
も
受
け
る
こ
と

と
な
る
。
今
後
こ
の
論
点
は
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
よ
う
。

三
、
お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
日
本
証
券
業
協
会
「
証
券
投
資
に
関
す
る
全

国
調
査
」
の
匿
名
個
票
デ
ー
タ
を
対
象
に
、
家
計
の
金
融

資
産
の
状
況
を
観
察
し
て
き
た
。
同
調
査
は
、
家
計
資
産

に
つ
い
て
の
政
府
統
計
が
世
帯
単
位
で
あ
る
こ
と
に
対
し

て
個
人
単
位
で
あ
る
こ
と
、
匿
名
個
票
デ
ー
タ
の
特
徴
と

し
て
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
的
な
手
法
で
の
分
析
が
可
能
で
あ
る

こ
と
、
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
個
人
属
性
ご

と
（
例
え
ば
、
有
価
証
券
保
有
の
有
無
、
年
齢
階
層
別
、

居
住
地
域
別
な
ど
）
の
保
有
状
況
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
の
利

用
状
況
な
ど
が
観
察
で
き
た
。

　

有
価
証
券
の
保
有
の
仕
方
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
の
利
用
の

仕
方
に
つ
い
て
は
、
投
資
信
託
と
株
式
の
保
有
が
有
価
証

券
保
有
の
二
本
柱
で
あ
る
中
で
、
①
直
近
で
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投

資
を
き
っ
か
け
に
若
年
層
・
中
年
層
を
中
心
に
エ
ン
ト

リ
ー
投
資
と
し
て
投
資
信
託
の
保
有
を
始
め
る
と
い
っ
た

動
き
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
②
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
は
投

資
信
託
保
有
が
中
心
で
あ
る
も
の
の
、
半
数
近
く
の
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
投
資
者
が
株
式
を
保
有
し
て
い
る
な
ど
成
長
投
資
枠

を
設
定
し
た
効
果
が
出
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。

　

ま
た
興
味
深
い
点
と
し
て
は
、「
株
式
を
保
有
し
て
い

る
」
と
い
う
属
性
の
者
の
金
融
資
産
の
平
均
額
が
、
調
査

回
答
者
全
体
と
比
べ
て
二
倍
以
上
の
水
準
だ
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。「
金
融
資
産
を
多
く
保
有
し
て
い
る
の

で
、
株
式
投
資
を
行
っ
て
い
る
」「
株
式
投
資
を
行
っ
て

い
る
の
で
金
融
資
産
が
多
く
な
っ
た
」
と
い
う
因
果
関
係

の
方
向
性
も
含
め
て
、
今
後
の
分
析
課
題
と
な
ろ
う
。

　

年
齢
階
層
別
の
観
察
か
ら
は
、
ま
ず
「
一
人
当
た
り
の

金
融
資
産
額
」
に
つ
い
て
、
年
齢
階
層
が
高
い
方
が
大
き
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く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
退
職
年
齢
期
以
降
の
階
層
の
水
準

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
七
五-

七
九
歳
の
階
層
が
最
も
大

き
い
こ
と
、
そ
の
上
の
年
齢
階
層
は
資
産
額
が
小
さ
く

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
八
五-

八
九
歳
の
階
層
で
も
七
五

-

七
九
歳
の
階
層
の
七
割
相
当
の
水
準
で
あ
り
、
五
五-

五
九
歳
の
階
層
の
資
産
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
観
察

で
き
た
。

　

ま
た
、
金
融
資
産
選
択
の
観
点
か
ら
は
、
筆
者
が
過
去

（
二
〇
〇
七
年
）
に
行
っ
た
世
帯
単
位
の
政
府
統
計
を
利

用
し
た
分
析
で
は
、
株
式
資
産
へ
の
投
資
比
率
を
年
齢
階

層
別
に
見
る
と
、
若
年
層
は
低
め
で
高
年
齢
層
で
高
く
な

る
と
い
う
山
形
形
状
だ
っ
た
が
、
本
調
査
の
デ
ー
タ
で

は
、
若
年
層
・
中
年
層
の
時
点
か
ら
有
価
証
券
比
率
が
高

い
と
い
う
台
形
形
状
と
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
等
の
影

響
が
若
年
層
・
中
年
層
の
行
動
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
地
域
別
の
資
産
分
布
状
況
の
観
察
で
は
、
東
京

圏
を
含
む
大
都
市
圏
へ
の
金
融
資
産
の
集
中
が
改
め
て
確

認
さ
れ
た
。
高
齢
化
進
展
に
伴
い
増
え
て
い
る
相
続
を
通

じ
た
資
産
移
転
で
、
親
世
代
が
住
む
地
方
か
ら
子
世
代
が

住
む
大
都
市
へ
と
資
産
の
分
布
が
変
わ
る
動
き
が
続
い
て

い
る
。
本
稿
で
、
高
齢
者
の
資
産
額
が
全
世
代
平
均
を
大

き
く
上
回
る
こ
と
、
特
に
有
価
証
券
保
有
者
で
は
そ
の
傾

向
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
相

続
の
影
響
が
個
人
資
産
の
地
域
分
布
に
大
き
な
影
響
を
持

つ
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
別
の
視
点
か
ら
一
点
指
摘
し
た
い
。
家
計
の
資

産
選
択
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
直
近
の
マ
ク
ロ
経
済

環
境
の
変
化
は
、
過
去
数
十
年
見
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
の

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

物
価
の
デ
フ
レ
状
況
・
企
業
の
収
益
性
が
低
い
状
況
が

長
期
化
し
、
ゼ
ロ
金
利
が
常
態
化
し
て
い
た
中
で
、
家
計

の
資
産
選
択
は
、
各
種
の
投
資
行
動
に
対
す
る
期
待
リ

タ
ー
ン
と
不
確
実
性
に
対
す
る
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
天
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秤
に
か
け
た
結
果
、
た
と
え
ゼ
ロ
金
利
で
あ
っ
て
も
預
金

が
選
好
さ
れ
や
す
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

マ
ク
ロ
経
済
の
観
点
か
ら
は
、
ゼ
ロ
金
利
・
マ
イ
ナ
ス

金
利
環
境
と
は
、
資
金
の
出
し
手
で
あ
る
家
計
部
門
か

ら
、
基
本
的
に
資
金
の
取
り
手
で
あ
る
企
業
部
門
や
政
府

部
門
へ
と
低
コ
ス
ト
で
資
金
が
移
転
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
日
本
経

済
の
低
成
長
が
続
く
中
で
、
家
計
は
こ
れ
ら
の
状
況
が
不

利
だ
と
感
じ
な
が
ら
も
、
自
分
の
保
有
資
産
に
リ
タ
ー
ン

が
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
実
情
だ
ろ
う
。
物
価
下
落
に
伴
う
プ
ラ
ス
の
実
質
金
利

と
い
う
状
況
も
そ
の
行
動
を
正
当
化
し
て
い
た
の
で
、
家

計
は
資
産
選
択
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え
な
く
て
も
良
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
各
種
投
資
行
動
に
対
す
る
期
待
リ
タ
ー
ン
の

不
確
実
性
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
高
い
状
況
な
が
ら
、
一

転
し
て
日
本
経
済
が
イ
ン
フ
レ
環
境
に
移
り
つ
つ
あ
る
中

で
、
家
計
は
実
質
ベ
ー
ス
で
日
々
目
減
り
す
る
資
産
を
守

る
た
め
の
方
策
を
考
え
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
開
始
や
投
資
の
コ
ス
ト
引
下
げ
・

利
便
性
改
善
を
始
め
と
す
る
「
貯
蓄
か
ら
投
資
」
の
動
き

を
支
援
す
る
各
種
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
観
点
か
ら
の
試
み

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
現
時
点
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
理
由
と
し

て
、
従
来
か
ら
の
政
策
観
点
に
加
え
て
、
上
記
の
よ
う
な

数
十
年
ぶ
り
の
マ
ク
ロ
経
済
環
境
の
変
化
が
背
後
に
あ
る

こ
と
も
充
分
考
慮
し
た
上
で
、
家
計
の
資
産
選
択
を
支
援

す
る
観
点
も
加
え
た
政
策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。

（
注
）

⑴　

調
査
時
期
は
二
〇
二
四
年
六
月
二
一
日
か
ら
七
月
二
二
日
。

⑵　

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商
品
の
み
保
有
す
る
人
は
除
く
。
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⑶　

金
額
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
回
答
し
な
い
人
が
多
く
な
り
矛
盾
し

た
回
答
を
す
る
人
も
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
除
い
て
デ
ー
タ
を
整
理

し
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は
同
調
査
に
お
け
る
金
融
商
品
総
額
を
「
金

融
資
産
」
と
し
た
。

⑷　

二
〇
二
四
年
一
二
月
末
時
点
。
同
調
査
対
象
の
金
融
資
産
を
日
本

銀
行
統
計
か
ら
抽
出
し
て
合
計
す
る
と
一
、
五
八
〇
兆
円
と
な
り
、

東
京
圏
は
五
四
二
兆
円
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
も
加
え
る
と

八
四
六
兆
円
と
推
計
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
二
〇
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
。

⑸　

こ
れ
は
筆
者
が
長
年
研
究
し
て
き
た
分
野
で
あ
る
。
例
え
ば
宮
本

（
二
〇
〇
八
）。

（
参
考
文
献
）

日
本
証
券
業
協
会
（
二
〇
二
四
）「
証
券
投
資
に
関
す
る
全
国
調
査
」

（
二
〇
二
四
年
度
）

宮
本
佐
知
子
（
二
〇
〇
七
）「
個
人
の
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
考
え
る

上
で
の
視
点
―
個
人
が
抱
え
る
リ
ス
ク
の
増
大
と
資
本
市
場
の
役
割

―
」『
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
二
〇
〇
七
年
夏
号
、 

二
三
〇-
二

四
〇
頁
、
野
村
資
本
市
場
研
究
所

宮
本
佐
知
子
（
二
〇
〇
八
）「
個
人
資
産
の
地
域
分
布
が
相
続
で
変
わ

る
」『
週
刊
金
融
財
政
事
情
』
二
〇
〇
八
年
六
月
一
六
日
号
、
一
〇-

一
五
頁
、
金
融
財
政
事
情
研
究
会

（
み
や
も
と
　
さ
ち
こ
・
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
（
特
別
研
究
員
））


